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２０２４.１２.１９
本資料における業績予想および将来の予想等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリスク
や不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は、様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご
了承おきください。



１．テイカとはどのような会社か

２．テイカの強みを活かした製品

３．長期経営ビジョン

４．中期経営計画

５．業績推移と株主還元
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本日の内容
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１．テイカとはどのような会社か

創立以来の歴史、製品開発の歩み、事業所、製品詳細

２．テイカの強みを活かした製品

３．長期経営ビジョン

４．中期経営計画

５．業績推移と株主還元



３

創立以来の歴史

● 創立年月日：１９１９年（大正８年）１２月２２日

● 資本金：９８億円



４

● 売上高：５２９億円

（連結 2024年3月期)

● 従業員数：８１５名

（連結 2024年3月31日現在)
（人）

会社概要
（億円）
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従業員数の推移

単体従業員数

連結関連会社従業員数

● 上場証券取引所：

東京証券取引所 プライム市場

● 事業内容：

各種化学工業薬品の製造、販売



５

テイカ事業所



大阪工場

岡山工場

熊山工場・長船分工場

電子材料部

過リン酸肥料

硫酸

界面活性剤

酸化チタン

表面処理製品

圧電材料

微粒子酸化チタン

微粒子酸化亜鉛

導電性高分子薬剤

防錆顔料

帝国人造肥料㈱ 帝国化工㈱ テイカ㈱

製品開発の歩み

酸化チタン 外観界面活性剤 外観 ６



いつもテイカが
身近にいます

事業紹介

７
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１．テイカとはどのような会社か

２．テイカの強みを活かした製品

機能性微粒子製品、圧電材料、導電性高分子薬剤

３．長期経営ビジョン

４．中期経営計画

５．業績推移と株主還元



９

機能性微粒子製品
（微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛、表面処理製品）

紫外線

通常品

テイカ品

日焼け

紫外線

日焼け止め化粧品
（機能性微粒子製品）

・粒子径が非常に小さい
・粒子サイズが揃っている
・当社独自の表面処理技術により、
分散性が良い

：
ここがスゴイ

（日焼けの原因のイメージ図）
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機能性微粒子製品

世界シェアNo.1を獲得

テイカその他

機能性微粒子製品(化粧品用途) 経済産業省選定

※グローバルニッチトップ企業100選とは‥
国際市場の開拓に取り組んでいる企業のうち、ニッチ分野に
おいて高いシェアを確保し、良好な経営を実践している企業
を経済産業省が選定、顕彰するというものです。

グローバルニッチトップ企業１００選※に選定

※日焼け止め化粧品用途の世界市場シェア、当社調べ



１１

世界に羽ばたく 機能性微粒子製品



１２

圧電材料

圧電セラミックス材料 圧電単結晶材料

医療用 超音波診断機

この圧電効果は何に活用されるの

エックス線などを使わず、
体の中を安全に調べることができる

圧電材料

電気信号を加えて振動・音を出す

電気信号

音
振動

圧電材料

振動・音を電気信号に変える

電気信号

（圧電材料の圧電効果）

音
振動
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圧電材料

テイカその他

高い世界シェアを獲得

医療系
圧電セラミックス材料・圧電単結晶材料 経済産業省選定

グローバルニッチトップ企業１００選に選定

ここがスゴイ
・圧電セラミックス、圧電単結晶材料
の両製品の量産化が可能

・日本、アメリカの二拠点で生産可能



１４

導電性高分子薬剤

そもそも‥導電性高分子って、何？

電気を通すことができるプラスチックのこと

電気を通す代表的なもの

金属

金属は…
重たい、加工しにくい
小さいサイズにしにくい
他の機能を付加しにくい

テイカは、導電性高分子の製造に必要な「ドーパント」「モノマー」「分散体」
などの多くの薬剤を扱っている、数少ないメーカーです。

導電性高分子の膜

電流

電子

電気が流れる仕組み

ここがスゴイ



導電性高分子薬剤

車載用コンデンサ用途向けに

高性能および高い信頼性を有する

製品の開発に成功

導電性高分子薬剤

１５



2018年 TRSテクノロジー（米国）の子会社化

2020年 岡山工場（微粒子製品生産設備）増設

2019年 熊山第三工場（微粒子製品 生産設備）新設

2022年 大阪工場 圧電単結晶材料 量産工場の新設

2024年12月
岡山工場 LNG設備の導入

2025年6月(予定)
熊山工場 微粒子製品生産工場 新設

2026年度(予定)
大阪工場 導電性高分子薬剤の生産設備増強

近年の事業投資

１６

機能性
微粒子製品

圧電材料 導電性
高分子薬剤



１７

１．テイカとはどのような会社か

２．テイカの強みを活かした製品

３．長期経営ビジョン

経営理念、コーポレートスローガン、MOVING-10

４．中期経営計画

５．業績推移と株主還元



経営理念

テイカグループは、
化学の力で感動の素を創り、
世界に夢と笑顔を届けます。

コーポレートスローガン

まじめに感動素材

１８



価値創造プロセス

社会とお客さまの存在を中心に位置づけ、
期待と予想を超える「感動素材」を
提供し続ける。

１９



長期経営ビジョン MOVING-10
（2020-2029年度）

２０

ESG
SDGs

研究
開発



２１

１．テイカとはどのような会社か

２．テイカの強みを活かした製品

３．長期経営ビジョン

４．中期経営計画

中期経営計画「MOVING-10 STAGE2」

５．業績推移と株主還元



中期経営計画 MOVING-10 STAGE2
（2024-2026年度）

２２

中期経営計画
MOVING-10 STAGE2

長期経営ビジョン「 MOVING-10 」

2030年3月末

2027～
2029年度

2024～
2026年度

2020～
2023年度



中期経営計画 MOVING-10 STAGE2

 営業利益率の回復
 競争優位事業への積極投資と増強
 事業の選択と集中
 新規事業の実現
 プロセス改善と生産性向上

 資本効率経営とテイカブランドの確立
 人的資本拡充
 CO2の削減

２３

2027～
2029年度

2024～
2026年度

2020～
2023年度

事業戦略 財務・非財務戦略

●ライフサイエンス分野 【拡大】トップメーカーとしての市場席巻
●環境エネルギー分野 【成長と拡大】導電性高分子薬剤の収益化
●ケミカル分野 【効率化】コスト削減と運営体制再構築
●インダストリアル分野 【進化】シナジー追求とコア事業化
●新規事業 【創出】新規事業の育成と実業化

STAGE2における具体的な方針



中期経営計画 MOVING-10 STAGE2

２４

売上高 営業利益 ROE

2023年度 実績（STAGE１）

2026年度 目標（STAGE２）

営業利益率

＋150億円

EBITDA

530億円

680億円

＋37億円

23億円

60億円

＋5％

4%

9%

＋4％

3%

7%

＋105億円

55億円

105億円

STAGE２

総投資額
（うち成長投資）

２２０億円
（１１５億円）

総還元性向 ４０％以上

【 財務・資本政策 】

目標経営指標（連結）



機能性材料事業
機能性材料事業における目標経営指標

２５



電子材料・化成品事業
電子材料・化成品事業における目標経営指標

２６



新規事業の育成と事業化

売上高 10億円

STAGE2最終年度の新規事業の売上高目標額

コアコンピタンスの活用・深化

開発の加速とビジネス展開

２７

「まじめに感動素材」

お客さまが感じる困りごとや課題を自ら感じ捉えることで認識のギャップ(＝距離)をゼロに
して、真の困りごとを解決できる「感動素材」を提供する



新規事業の育成と事業化

２８

研究開発群

新製品開発

導電性高分子薬剤

環境調和型材料

半導体パッケージ材料

蓄電デバイス材料

高透明性チタニア材料

化粧品原料

圧電材料

スルホン化
有機合成

無機合成
分散

表面処理

セラミックス
合成

基盤技術

解析

応用技術

表面特性

分散性

焼結成形

微細加工

親水性

反応性

帯電防止

帯電
粒子制御

光制御



新規事業の育成と事業化：開発技術

国際化粧品技術者会連盟(IFSCC)が主催する
化粧品学術大会「IFSCC Congress」において、

２年連続 トップ１０を受賞！素材メーカーとして快挙達成！

この技術力が
評価されて
2023年に

トップ10を受賞！

この技術力が
評価されて

2024年10月に
トップ10を受賞！

2023年9月 スペイン バルセロナ大会

2024年10月 ブラジル イグアス大会
（発表タイトル）

高度な分散技術を用いた多機能な新規SPFブースト材料：

優れた紫外線防御効果をもつミネラルサンスクリーンを実現する、

酸化チタンを均一に内包した球状シリカ

（発表タイトル）

処方技術と原料設計技術を駆使した高い紫外線防御能を有する

水中油(O/W)型のミネラルサンスクリーン(日焼け止め)の設計

２９



財務戦略

経営指標 STAGE1平均値
STAGE2
（２０２６年度）

MOVING-10
（2029年度）

資本効率

ROE
（自己資本利益率）

PBR
（株価純資産倍率）

4.7%

0.60倍

7％以上

1.0倍以上

12％以上

1.0倍以上

株主還元 総還元性向 40.3％ 40％以上 40%以上

「持続的な成長と中長期的な企業価値向上に向けて」

ROEの向上：
資本効率経営

資本収益性 市場評価

ROE 12％以上 PBR

STAGE-1 2029年度 STAGE-1 2029年度

1.0倍以上

4.7%
0.60倍

12% 1.0倍

３０

PBRの向上：
IR活動の強化



財務戦略：資本効率経営に向けた取り組み

～安定配当と株主への利益還元重視～
 総還元性向４０％以上を目標化
 積極的な自己株式の取得を実施
①2024年2月～3月に約16万株取得
②2024年11月～翌年3月に約20万株取得予定

～収益の源泉となる成長投資を加速～
 機能性微粒子製品新工場建設：約５０億円
 新規事業創出と研究開発投資：約４０億円

キャピタル・アロケーションの導入【STAGE2期間】

戦略投資

115億円

基盤強化投資

105億円

株主還元

40億円

有利子負債活用
＋

政策保有株縮減

60億円

3年間営業CF

200億円

３１

戦略投資

株主還元方針



CO2排出量削減目標

2030年目標

CO2排出量50％削減
（対 2013年度比※）

2050年目標

カーボンニュートラル

※ 2013年CO2排出量：約18万トン

2023年 2024年 2025年 2026年 2030年

＜目標＞
2027年 2028年 2029年

（１）燃料転換

（２）製造工程の合理化

設備化工事

（３）熱利用ｼｽﾃﾑ最適化

（４）グリーン電力の調達

設備化工事

受給契約締結

STAGE2 STAGE3

CO2排出量
50％削減

設備化工事

（5）事業ポートフォリオの再構築、省エネの徹底・強化、新技術の利用・・・etc ３２

非財務戦略：CO２削減

設備化工事
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１．テイカとはどのような会社か

２．テイカの強みを活かした製品

３．長期経営ビジョン

４．中期経営計画

５．業績推移と株主還元

中間期決算概要、業績予想、株主還元、PBR向上施策
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2025年3月期 第2四半期(中間期)決算概要

27,098
27,957

売上高

28,000

27,000

26,000

25,000

0

1,402

2,183

29,000

売上高
(百万円)

1,655

2,233

営業利益 親会社株主に帰属する
中間純利益

1,127
1,468

2024年３月期 中間期実績
2025年３月期 中間期実績

経常利益

2,000

1,700

1,400

1,100

0

2,300

営業利益、経常利益
親会社株主に帰属する中間純利益

(百万円)

（単位：百万円） 2024年３月期中間期実績 2025年3月期中間期実績 前年同期比（％）

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

機能性材料事業 13,905 412 14,803 1,124 +  6.5 + 172.6

電子材料・化成品事業 12,580 869 12,594 936 + 0.1 + 7.7

小 計 26,486 1,281 27,398 2,060 + 3.4 + 60.8

その他 611 12０ 559 12３ － 8.5 + 1.2

合 計 27,098 1,402 27,957 2,183 + 3.2 + 55.6



2025年3月期 業績予想

52,993
57,500

売上高

52,000

46,000

40,000

34,000

0

2,325

3,200

58,000

売上高
(百万円)

2,802

3,500

営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1,866
2,300

2024年３月期実績

2025年３月期予想

経常利益

3,500

2,900

2,300

1,700

0

3,800

営業利益、経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益

(百万円)

３５

8.5％増

37.6％増

24.9％増

23.2％増
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2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期予想

系列1

系列2

系列3

系列4

株主還元（配当金）

１株当たり中間配当額

１株当たり期末配当額

配当性向

１株当たり記念配当額

配当性向（％）配当額（円）

株 価 １，５９５円 （２０２４年１２月１８日終値）
配当利回り ２．３８％ ＊2024年度 配当予想
Ｐ Ｅ Ｒ １５．９６倍 ＊2024年度 業績予想
Ｐ Ｂ Ｒ ０．６２倍 ＊2023年度 実績

３６

４



株主還元（ＰＢＲ向上）

３７

• 経営基盤の構築と成長投資・株主還元のバランスをとり、収益力の強化を図るとともに、

積極的なIR活動を通じてステークホルダーとの共創とテイカブランドの確立を目指す。

PBR 1.0倍以上の実現

株主・投資家との対話活性化

 個人投資家向け会社説明会実施
→年2回以上(本年は6/3,12/19)

 機関投資家向け決算説明会実施
→年2回（本年は6/3,12/3実施）

 継続的な機関投資家との面談実施

【PBR向上に向けた取り組み】～テイカブランドの確立～

広報・発信活動の強化

 化粧品原料、圧電材料等製品
コンテンツ拡充

 新規開発品情報開示拡充



株価推移（直近５年間）

３８

証券コード ４０２７
上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場
単元株式数 １００株
株 価 １，５９５円（2024年12月1８日終値）
最低投資金額 １５９，５００円
発行済株式総数 ２３，９１４，４１４株

株価情報

株
価(

円)

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年



３９

本資料には、将来の業績や事業計画等に関する記述が含まれ
ております。
こうした記述は、将来の業績等を確約したり、保証したりす
るものではありません。
実際の業績は、経営環境の変化等により、見通しと大きく異
なる場合があることにご留意下さい。

お問合せ先：テイカ株式会社 総務部
ＴＥＬ：06-6943-6401

ご清聴有り難うございました。


